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F-29　家政学の体系確立と家政哲学〔Ⅳ〕家の守護性と家政哲学

　　　　郡山女大家政　　・関口富左，真船均．須田秀幸，高舘作夫，影山弥

　　a 的　　家と　は何か. 住むと　は何か，真に家族の住むにたる家の意味は何か，ここに

家政’学の基本的問題がある。ポルノ　ーの家の被護性を家政学的に展開　し，家族及び個

人の生の志向を守護することの理念として，家政哲学の確立をはかる。

方法　　①本発表者前三者の理論を基にして

－の哲学を。家政学的に展開する

詳細に論究する。

目的の達成をはかる。

R 演者の過去の研究をふまえて

R O.F. ポルノ

主題に対して

　結果　家政学の定義を始めとして，各学者の諸説が多いが。哲学的な視点よりこの

こ　とについての論及をみない。家政哲学の確立をみるに及んで，家政学の各研兜分野

及び研究内容においても. ＜人間守護の学＞としての大テーゼにより. 他学と異る家

政学の真の意味を有する独自性が明かとなり

学と　しての証明がな　しう　る。
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しかも 人間生活にも　っ　と　も中心的な

F－30　家ift学の体系確立と家政哲学CV〕　家政哲学i 隣接領域への
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①現代人の自己喪失状況は工業化の成熟段階に於ける原子化された個人の思

況と　もいえる。

ての問題　となる
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②ここから家の守護性とそれを重視する家政哲学が現代的要請

　③反面工業化に伴なう社会構造変動は従前の家政機能を縮小

④それ故.家政機能の拡充が企図されねばならない ⑤この問題

政治機能の市民の主体性による家庭生活への収斂性によって可能であると思

⑥この観点から　シビノレ

的実現が家庭の守護性を補強し
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ミ　ニマムの思想を検討し，シビル

結果と　して
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家庭機能の回復に結びつくことを論

ミニー･ムの思想」「都市政策を考える」「現代都市政策

●　ウ　ォラ　参　「政治に於ける人間性　」」　・デューイ「公衆

「疏外　と　連帯　」等の文献による。

ニマムの思想が現代家庭の復権を指向するものであること

マムの具体的実現がa b'空間をａ空間化し大衆社会状況に於ける人間

性

べ
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マムを家一政の

家政学者と　してもシビル・ミ　ニマムを問題とすべきであ


